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J  PRU News
ー 上越市創造行政研究所 広報誌 ー

上越市創造行政研究所（上創研）は、平成１２年に設置された上越市役所の組織内シンクタンクです。当市のまちづくり
を支援する調査研究機関として、人口データなどの分析や情報提供、フォーラムやワークショップの開催、調査研究による
政策提言などを行っています。 No.11

▲ 江戸時代の牧区の石高の話は、身近な話題でも
あり、皆さん熱心に聞いていました

持続可能なまちづくりに関する講演会 in 牧区

（裏面に続く）

人口減少と高齢化が進む中、これからの牧区での暮らしを地域のみんなで一緒に考えていくため
の第一歩として、3月13日（金）、牧コミュニティプラザで開催しました。

質疑応答では、参加者から率直な思いが寄せられました。

「集落はゴールテープをのばして走っているような状況で、次の1周があるのか迷うこともある」との
声に対し、藤山所長は「特効薬はないが、全国を見ると集落は簡単にはなくならない。一人ひとりの取
組が次の人につながることが地域の力になる」と応じ、会場では多くの参加者がうなずきながら耳を傾
けていました。

基調講演では、当研究所の藤山所長が、全国の

中山間地域の動向や牧区の人口構造、将来推計を踏ま
え、人口減少時代の地域づくりの考え方を説明しまし
た。
講演は「新たな牧づくり」の出発点と位置づけられ、

人口減少が進む中でも、地域の暮らしを次世代につな
ぐために、地域全体で考えていくことが大切であるこ
とが共有されました。
藤山所長は、「人口が100人から50人へ半減すると、

人と人とのつながりは単純に半分になるのではなく、
関係の組み合わせとしては4分の1程度まで減ってしま
う」と指摘。人口減少により地域の支え合いが弱まる
可能性を踏まえ、「これからの地域では集落同士が連
携し、地域ぐるみで暮らしを支えていく仕組みづくり
が重要」と呼びかけました。

小さな拠点の取組は、こうした課題意識を踏

まえ、地域の拠点を中心に人や活動がつながる具体的
な実践例として紹介されました。ただし藤山所長は、
施設といったハードだけでなく、地域の人たちが集ま
り、話し合い、協力しながら活動していく仕組みや関
係づくりが同時に大切であることを強調。
そして「このとき、集まる地域の人たちの力は、

0.5でも0.1でも集まれば1以上になる。例え小さい力
でもみんなが参加することが重要」と語りました。
参加者は熱心に耳を傾けながら、自分たちの地域に

置き換えて考えている様子でした。

▲ 60名を超える住民の皆さんに参加いただきました

こくだか

本取組は、当研究所が各種データの分析や検討の場づくり等を支援しながら、関係部署や地域住民の皆さん
とともに進めているもので、今回の講演会は牧区における持続可能な地域づくりの出発点として開催しました。
今後は区内5地区ごとに地区別検討会を行い、人口や空き家、農地などを「見える化」しながら、地域の皆

さんが中心となって将来像や課題を話し合っていきます。
本講演会での学びをきっかけに、新たな牧づくりの取組が本格的に始まります。
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令和8年度に予定している上創研の取組を紹介します
昨年度、当研究所では、人口データを始め、地域の現況や特徴に関する情報を整理・分析、地域づくりの

基礎的な参考情報として編集し、持続可能なまちづくりの推進に向けたワークショップでの活用や地元教育
機関での授業支援のほか、施策の立案、業務改善に寄与するよう、市役所内職員向けに提供を行いました。
また、令和5年度から実施している持続可能な地区別まちづくり推進事業（以下、地区まち）においては、

板倉区、中郷区で住民ワークショップを実施し、地域の現状分析や課題整理、移住定住促進に向けた検討を
行ってきました。
今年度も引き続き、地域づくりの基礎となるデータの整理や分析を行うほか、地区まちを他地区にも横展

開し、さらにこれまでの地区まちをステップアップさせた移住定住促進に係る実践的研究を予定しています。

1.データベースの更新と発信・活用 （情報編集）

2.地区別まちづくりの伴走支援 （研究交流）

人口減少や少子高齢化、地域経済の変容など、行政が直面する課題は複雑化してい
ます。このような状況において、限られた予算を効果的に執行するためには、根拠に
基づく客観的な判断が重要な役割を果たします。
こうした背景を踏まえ、当研究所では昨年度、地域の現状を知るための情報である

「人口」、「介護」、「地元関係図」をまとめた「地区別データシート」の作成や、
出生動向に関するデータの公開等、エビデンスに基づく行政運営の土台作りを進めま
した。
令和8年度は「地区別データシート」を最新の情報に更新するほか、職員がデータ

に基づいた客観的かつ実効性のある政策を提案できるよう、様々な統計データを分析
し、発信していく予定です。

■牧づくりプロジェクトの推進

■「地区まちワークショップ」 in 谷浜・桑取区

合併前上越市の中でも特に少子高齢化が顕著な谷浜・桑取区において、「地区まちワークショップ」を実
施します。
人口や介護、医療費分析から見えてきた地域の現状や強みを整理しながら、地域が持続可能であるための

将来像を考え、移住定住促進に向けたアイデアを検討します。

地区別データシート
（画像は一部抜粋）

「地区別データシート」はこちらから

5月 住民ワークショップ① 地域の現状を把握する

6月 住民ワークショップ② 地域の目指す将来像を考える

7月 住民ワークショップ③ 定住を実現するためのアイデアを出し合う

8月 成果発表会 地域の未来について語る

牧区では将来を見据えた地域づくりの取組が本格的に動
き出します。
令和7年度、牧区地域協議会において「今後の牧区のあり

たい姿」と「そのために行うべき3つの取組」をまとめまし
た（右図）。この3つの取組を推進するため、住民が日頃か
ら顔を合わせ、小さな力を組合せ、行動する関係性を育む
場所である「小さな拠点」の整備を検討します。
当研究所としても、地域の現状を知り、将来を考えるた

めのデータ分析等、様々な面からこの取組を支援します。
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